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新年度が始まり、あっという間に１ヶ月が経ちました。少しずつ新しい環境に慣れ、子ども達に

笑顔も増えてきたように感じています。この時期は突然体調を崩してしまう子どももいます。子どもたち

の表情や食欲などの変化に十分注意しながら、体調管理に気をつけていきましょう。

こどもの日はどうして始まったの？

もともと5月5日は「端午の節句（たんごのせっく）」で、男の子の健やかな成長や幸

せを祈って、お祝いをする日でした。1948年に、5月5日を「こどもの人格を重んじ、

こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝する」お休みの日と決められてから、端午

の節句の日が、こどもの日にもなったそうです。

そのため本来は男の子のための日だったけれど、今では子どもたちみんなをお祝いす

るようになりました。

子どものお祝いだけじゃなくて「お母さんに感謝する」という意味もあったのですね。

食べきれる量で、嫌いな食べ物をなくす工

夫を！！

幼児の場合、うまく咀嚼できなかったり、初

めての食べ物にとまどったり、苦味を感じる

などで、食べ物を嫌いになることが多いよう

です。食べやすい味つけや盛りつけ、おいし

そうに食べて見せるなどの工夫をしましょう。

最初は食べきれる量で。「食べきれた！」と

いう達成感が次回の食欲につながります。

また、「これを食べるとお肌がつるつるにな

るよ～。これは筋肉になるよ」などと、効能

を教えてあげてもよいでしょう。

旬の食材たけのこ
たけのこが土から顔をのぞかせる季節に

なりました。たけのこはエネルギーが少

なく、食物繊維やたんぱく質を多く含ん

でいます。たけのこごはん、煮物、すま

し汁など、旬の味をぜひご家庭でも味

わってみてください。

子どもは大人に比べ、身体の水分量の

割合が多いので、脱水症状を予防する

ためにも、水分補給が重要です。子ど

もが欲しがるときだけでなく、運動後

や入浴後、汗をかいたときなどが水分

補給のタイミングです。甘い飲み物を

避け、麦茶や

湯冷ましなどを与えましょう。

6か月くらいまでは母乳やミルクで大丈

夫です。発熱時など、大量に汗をかい

たときは乳幼児用のイオン飲料が適し

ています。

水分補給はこまめに摂ろう！！

だ液の働き

だ液には、食物を消化しやすくだしたり、む

し歯を予防する働きがあります。また、殺菌

作用を持つ物質が含まれているため、風邪な

どの原因となる細菌の侵入を防ぐ効果も。さ

らに、私たちがスムーズに話したり歌ったり

できるのも、だ液が潤滑剤になっているおか

げです。


